
令和６年度 学校経営方針 

 

１ 学校教育目標 

 

 

  

2 めざす児童像 

 い  いろいろな友達とかかわり認め合い助け合う子 （心豊かな子） 

    ・感染症 災害 社会情勢 価値観の多様化等を鑑みて、多様な他者とかかわり、協働する力を育

んでいく。 

 そ  創造する力をはたらかせ進んで学ぶ子 （かしこい子） 

    ・新しい見方、考え方、手立て、解決方法などを自分から創り出す力を育てるとともに新たな価値を

創造していけるよう、探究的に学ぶ力を育んでいく。 

 べ  ベストをつくし 乗り越えようと 頑張る子（たくましい子） 

    ・何事も、精一杯取り組み、困難な課題や苦手意識等を乗り越えることで、自信を持ち、新しい景

色を見ることができる。へこんで、へこたれた後に、乗り越えることで、自己肯定感も高まる。段階

的に目標を決めて、成果を振り返りながらステップアップしていくようにする。 

※ 具現化のための具体策は、別紙「グランドデザイン」のとおり 

 

3 めざす教師像 

① 使命感や教職に対する情熱を持つ教師 

② 人権意識を高く持ち、一人ひとりの児童を大切にする教師 

③ 子どものやる気に火をつける教師 

④ 学び続ける教師（常に児童理解や指導方法をアップデートする。高い教養を身につける。） 

⑤ チーム磯辺（学校全体）や、ワーキンググループで協働し、チームで教育活動に取り組む教師 

⑥ コンプライアンス意識を高く持ち、教育公務員としてルールやマナーに気を付ける。 

 

４ めざす学校の姿 

① いろいろな学年や学級の友達や先生、地域の方々と出会い、学びが生まれる学校 

② そうじが上手で、よく行き届いており、安全安心で清潔感のある学校 

③ べんきょうも運動も充実したカリキュラムを実行し、希望の登校、満足の下校となる学校 

④ しあわせを常に実感できる児童を育むために家庭や地域の声に耳を傾ける学校 

⑤ よい返事、明るいあいさつと温かい言葉が行きかう学校 

⑥ うつくしい花と緑に囲まれ、自然豊かな学校 

↑①～⑥まで、縦に読むと「いそべしょう」となります。 

 

５ 今年度の重点目標 

① 体験活動の充実（行事、校外学習、地域人材活用による学習の充実） 

② 積極的な生徒指導、教育相談による児童理解（チームで対応・SCや関係機関と連携強化） 

③ 多様な他者との交流活動（特別支援学級、異学年間、中学・高校や幼保との交流教育を推進） 

④ ICT活用による個別最適な学びの推進、協働的で探求的な学びの推進 

⑤ 学校支援地域本部機能の強化（地域、保護者との協働）ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙモデル校として 

⑥ 花と緑に囲まれ、自然豊かな学校（育成委員会 環境部グリーンデー活動との連携協働） 

豊かな心をもち かしこく たくましく生きる 子どもの育成 


